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令和4年12月定例会報告号

令和5年2月定例会の会期予定は2月20日（月）から3月17日（金）の日程で調整中です。正式な日程は、議会運営委員会で協議されます。

埼
玉
県
議
会
議
長

中
屋
敷
慎
一

埼
玉
県
議
会
副
議
長

武
内
　
政
文

暦
の
上
で
は
ま
も
な
く
立
春
を
迎
え
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

寒
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
、
今

年
の
元
日
に
２
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
全
日
本
実
業
団
対
抗
駅

伝
競
走
大
会
で
の
ホ
ン
ダ
陸
上
競
技
部
初
優
勝
、
北
京
２
０

２
２
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
や
第
24
回
夏
季
デ
フ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
け
る
本
県
出
身
選
手
の
メ
ダ
ル

獲
得
、
ジ
ャ
パ
ン
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ
ワ
ン
２
０
２
２
で
は
埼

玉
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ワ
イ
ル
ド
ナ
イ
ツ
が
初
代
王
者
と
な
る
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
王
国
埼
玉
を
象
徴
す
る
よ
う
な
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
秩
父
夜
祭
や
川
越
ま
つ
り
が
３
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
る
な
ど
、
地
域
に
賑
わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
３
年
間
に
も
及
び
対
策
を
継
続
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
流
行
の
波
を
繰
り
返
し
、
こ

の
状
況
が
い
つ
収
束
に
向
か
う
の
か
予
想
が
で
き
な
い
状
況

で
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
と
と
も
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
長
期

化
に
よ
り
、
原
油
価
格
や
原
材
料
、
食
料
な
ど
の
価
格
が
高

騰
し
、
家
計
や
企
業
の
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。

昨
年
末
に
は
、
採
卵
鶏
農
場
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
相
次
い
で
確
認
さ
れ
、
養
鶏
農
家
に
と
っ
て
大
き
な

脅
威
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
危
機
へ
の
対
応
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対

し
て
県
議
会
と
執
行
機
関
が
切
磋
琢
磨
し
議
論
を
重
ね
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

県
議
会
と
し
て
県
内
の
課
題
に
つ
い
て
敏
感
に
情
報
を
キ

ャ
ッ
チ
し
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
と
も
に
政
策
立
案
機
能
も
し

っ
か
り
と
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

鳶え
ん
も
く目

兎と

耳じ

と
は
、鳶と

び
の
目
は
遠
く
の
こ
と
ま
で
見
渡
し
、

兎う
さ
ぎ

の
耳
は
さ
さ
い
な
音
も
聞
き
漏
ら
さ
な
い
と
い
う
意
味
の

言
葉
で
す
。
ま
さ
に
、私
た
ち
が
目
指
す
姿
勢
で
あ
り
ま
す
。

う
さ
ぎ
年
の
今
年
、
こ
の
言
葉
を
胸
に
刻
み
、
決
意
新
た

に
本
県
の
発
展
に
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
本
年
も
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

埼玉県立熊谷西高等学校　3年生
杉田 乙葉 様題字

県議会マスコット
「ポッポ」

第17回埼玉県議会フォトコンテスト　入選「越冬の準備」
撮影者：土田 勇 様　　撮影場所：熊谷市

表紙
写真

◆12月定例会の動き
◆議決の概要

2・3 面
◆一般質問
◆意見書・決議
◆ 「埼玉県議会の保有する個人情

報の保護に関する条例」を可決
４ 面

◆委員会リポート
◆決算特別委員会の審査結果
◆予算特別委員会を設置
◆新しい定数・選挙区決まる
◆ フォトコンテスト入賞作品決定！
◆県議会クイズ
◆ Twitterフォロー
　キャンペーンを実施中

プレゼント付き！

主 な 内 容
1 面

会派名（略称） 所属議員数
自 民 49人
県 民 11人
公 明 9人

民主フォーラム 8人
共産党 6人
改 革 1人
無所属 2人

計 86人
（欠員7人）

令和5年1月19日現在
会派別所属議員数

県議会の最新情報を発信します。

県議会公式
Twitter

議会だよりをスマホで読めます。

12月2日（金）から12月22日（木）までの21日間に
わたり開かれました。

知事提出議案について、知事から提案説明が行われました。
12月2日 開会日

12 月 定 例 会 の 動 き

１５人の議員が質疑・質問を行い、活発な論議がなされました。
１2月１4日に、知事追加提出議案について知事から提案説明
が行われました。� （2・3面）

12月8日・9日
12日～14日 一般質問

補正予算・条例などの議案および請願の審査などが行われ
ました。�

12月16日 常任委員会

議案および付託案件の審査が行われました。�
12月19日・20日 特別委員会

各委員会の委員長報告を受けて討論・採決が行われました。
12月22日 閉会日

議決の概要
●知事提出議案

● 令和4年度埼玉県一般会計補正予算（第5号）
　歳入歳出予算補正額　115億2,695万4千円
　・�エネルギー価格・物価高騰等の影響を受ける事業
者・県民への緊急支援に要する経費など

● 令和4年度埼玉県一般会計補正予算（第6号）
　歳入歳出予算補正額　129億1,642万8千円
　・�妊娠期から出産・子育てまでの一貫した支援や子
供の安心・安全対策の強化に要する経費など

●個人情報の保護に関する法律施行条例
など34件を可決、そのほか2件を認定、10件に同意
●議員提出議案

● 埼玉県議会の保有する個人情報の保護に関する条例
（3面）

● 埼玉県議会議員の定数並びに選挙区及び各選挙区に
おいて選挙すべき議員の数に関する条例の一部を改
正する条例（4面）

など7件を可決
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今
定
例
会
で
「
埼
玉
県
証
紙

条
例
を
廃
止
す
る
等
の
条
例

（
※
２
）」が
提
案
さ
れ
た
。現
在
、

運
転
免
許
更
新
手
数
料
な
ど
５
４

５
種
類
の
手
数
料
が
証
紙
で
収
納

さ
れ
、廃
止
の
影
響
は
大
き
い
。キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
手
段
を
持
た

な
い
高
齢
者
な
ど
を
取
り
残
さ
な

い
よ
う
、ど
の
よ
う
に
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
化
を
進
め
る
の
か
伺
う
。

証
紙
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
へ
の
移
行
は
大
き
な
変

革
で
し
っ
か
り
広
報
す
る
こ
と
が

重
要
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
手

段
を
持
た
な
い
方
に
対
し
て
も
Ｓ

ｕ
ｉ
ｃ
ａ
な
ど
身
近
な
電
子
マ
ネ

ー
で
支
払
い
可
能
で
あ
る
こ
と
を

周
知
す
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
に
使
用
す
る
端
末
に
つ
い
て
も

適
切
な
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

県
内
の
建
設
土
木
や
農
業
の

現
場
で
の
人
材
の
逼
迫
は
深

刻
。
ま
た
、
小
規
模
な
市
町
村
は

技
術
職
員
の
採
用
や
育
成
に
苦
慮

し
て
い
る
。
そ
こ
で
県
の
人
材
を

県
だ
け
の
財
産
と
捉
え
ず
、
民
間

や
市
町
村
と
の
連
携
・
交
流
で
県

全
体
の
業
界
の
技
術
レ
ベ
ル
の
維

持
・
向
上
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

所
見
を
伺
う
。

建
設
分
野
で
は
官
民
連
携
で

協
議
会
を
設
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
工
事
を
促
進
す
る
。
農
業
分
野

で
も
先
進
的
な
農
業
法
人
な
ど
と

連
携
し
ス
マ
ー
ト
農
業
を
普
及
す

る
。
人
材
確
保
に
は
こ
の
よ
う
に

デ
ジ
タ
ル
技
術
で
生
産
性
向
上
を

図
る
こ
と
も
重
要
。
市
町
村
と
の

人
事
交
流
も
努
め
、
業
界
全
体
の

技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
を
推
進
す
る
。

空
き
家
の
増
加
は
周
辺
環
境

へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

が
、費
用
や
税
金
面
で
解
体
を
た

め
ら
う
所
有
者
も
い
る
。今
年
度
、

空
き
家
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業

と
し
て
所
有
者
や
活
用
希
望
者
か

ら
相
談
を
受
け
る
体
制
を
整
備
し

た
と
の
こ
と
だ
が
、こ
れ
ま
で
の

実
績
に
つ
い
て
伺
う
。ま
た
、
今

後
の
展
開
と
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

開
設
か
ら
４
カ
月
で
空
き
家

の
管
理
・
売
却
・
解
体
な
ど

１
８
４
件
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が

あ
っ
た
。
相
談
内
容
に
応
じ
46
名

の
専
門
家
を
現
地
派
遣
し
、
解
決

に
向
け
た
助
言
や
提
案
を
行
っ
た
。

今
後
は
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
周
知
や

出
張
個
別
相
談
会
な
ど
で
実
績
を

増
や
し
、
移
住
促
進
な
ど
他
の
施

策
と
の
連
携
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

Ｄ
Ｘ
は
既
成
概
念
の
破
壊
を

伴
い
新
た
な
価
値
を
創
出
す

る
改
革
だ
が
、
日
本
で
は
６
割
の

企
業
が
消
極
的
だ
。
理
由
は
デ
ジ

タ
ル
人
材
不
足
が
指
摘
さ
れ
「
リ

ス
キ
リ
ン
グ
」
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
国
は
２
０
２
６
年
度
ま
で

に
デ
ジ
タ
ル
人
材
２
３
０
万
人
育

成
の
方
針
を
掲
げ
る
。
本
県
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

官
民
連
携
で
「
Ｄ
Ｘ
推
進
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち

上
げ
、
経
営
層
に
Ｄ
Ｘ
の
活
用
を

働
き
掛
け
、
働
く
人
た
ち
に
Ｄ
Ｘ

推
進
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。
県

の
高
等
技
術
専
門
校
で
も
在
職
者

向
け
訓
練
な
ど
で
リ
ス
キ
リ
ン
グ

を
支
援
し
て
い
る
。
今
後
も
社
会

情
勢
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
動
向
を

常
に
見
極
め
支
援
を
進
め
て
い
く
。

川
越
工
業
高
校
に
航
空
宇
宙

学
科
を
新
設
し
、地
元
の
航

空
関
連
企
業
の
協
力
を
得
て
、
生

徒
が
最
先
端
の
技
術
を
学
べ
る
よ

う
に
し
て
は
ど
う
か
。
精
密
な
航

空
技
術
を
習
得
し
た
貴
重
な
人
材

が
育
ち
、地
元
雇
用
に
も
つ
な
が

る
。何
よ
り
夢
や
ロ
マ
ン
が
あ
る
。

関
連
企
業
と
交
渉
し
、
実
現
し
て

ほ
し
い
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

航
空
宇
宙
産
業
は
、ロ
ケ
ッ

ト
や
航
空
機
の
開
発
製
造
な

ど
今
後
も
発
展
が
期
待
で
き
魅
力

あ
る
分
野
と
考
え
る
。
他
方
、前

例
の
な
い
学
科
の
設
置
に
は
、ニ

ー
ズ
把
握
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
、

施
設
整
備
、指
導
者
確
保
な
ど
一

定
の
時
間
を
要
す
る
。関
係
企
業

な
ど
と
の
連
携
を
図
り
、
調
査
研

究
に
着
手
し
て
い
く
。

12月定例会の一般質問は、
12月8日から行われました。
15人の議員が質疑・質問を行
い、活発な論議が行われました。

12月8日（木曜日）

石川忠義
（県民）

立石泰広
（自民）

深谷顕史
（公明）

12月9日（金曜日）

町田皇介
（民主フォーラム）

宮﨑吾一
（自民）

守屋裕子
（共産党）

12月12日（月曜日）

橋詰昌児
（公明）

松井　弘
（自民）

山根史子
（民主フォーラム）

本
県
教
員
の
未
配
置
・
未
補

充
は
昨
年
の
１
３
９
人
か
ら

１
８
２
人
と
悪
化
し
た
。
代
替
教

員
が
配
置
さ
れ
な
い
状
況
は
、
す

で
に
教
育
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
状
態
で
は
な
い
か
。
認
識

を
伺
う
。
ま
た
、
産
休
予
定
者
の

い
る
学
校
に
事
前
に
代
替
教
員
を

配
置
す
る
「
産
休
前
加
配
」
を
導

入
し
て
も
ら
い
た
い
。

影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
担
任

外
の
教
員
が
代
行
す
る
な
ど

対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度

か
ら
教
員
免
許
を
持
ち
な
が
ら
就

業
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
「
ペ

ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」

を
始
め
た
。「
産
休
前
加
配
」
に

つ
い
て
は
、
国
が
制
度
導
入
の
方

向
性
を
示
し
て
お
り
、
情
報
収
集

を
進
め
、
必
要
な
準
備
を
行
う
。

環境

教育

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

一般質問

日
本
を
誇
れ
る
国
、
豊
か
な

国
、
真
の
文
化
強
国
に
し
た

い
。
国
を
リ
ー
ド
す
る
形
で
埼
玉

県
か
ら
有
能
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

を
育
て
な
い
か
。
そ
こ
で
、
グ
ロ

ー
バ
ル
思
考
の
若
者
た
ち
へ
の
留

学
支
援
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
に
つ

い
て
伺
う
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
県
民
育
成
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い

て
も
伺
う
。

官
民
一
体
で
延
べ
２
１
０
０

人
以
上
の
留
学
を
支
援
し
て

き
た
「
埼
玉
発
世
界
行
き
」
奨
学

金
に
は
今
も
多
く
の
若
者
の
応
募

が
あ
る
。
今
後
も
異
な
る
文
化
や

価
値
観
の
下
で
切
磋
琢
磨
す
る
機

会
を
拡
充
し
た
い
。ま
た
、
県
民
向

け
に
身
近
な
外
国
人
を
支
援
す
る

人
材
を
育
成
す
る
研
修
を
始
め
た
。

世
界
に
開
か
れ
た
県
に
し
て
い
く
。

人材育成

Ａ Ｑ グ
ロ
ー
バ
ル
有
能
人
材
の
育
成

技
術
職
員
の
技
能・知
識

の
共
有
に
つ
い
て

Ｄ
Ｘ
推
進
の
カ
ギ
を
握
る
リ
ス
キ

リ
ン
グ（
※
１
）の
適
用
に
つ
い
て

証
紙
制
度
廃
止
後
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

空
き
家
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業

Ｃ
Ｏ
²
吸
収
量
は
若
い
木
の

方
が
多
い
が
、
日
本
の
森
林

は
収
益
性
が
低
く
、
若
返
り
が
進

ま
な
い
。
近
年
、
従
来
種
よ
り

１
・
５
倍
の
Ｃ
Ｏ
²
吸
収
量
と
成

長
速
度
を
持
つ
「
エ
リ
ー
ト
ツ
リ

ー
」
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
植
林

を
含
め
、
森
林
の
Ｃ
Ｏ
²
吸
収
効

率
を
上
げ
る
取
り
組
み
の
現
状
と

今
後
の
方
針
を
伺
う
。

森
林
の
若
返
り
に
は
「
伐

っ
て
・
使
っ
て
、
植
え
て
、

育
て
る
」
循
環
利
用
の
推
進
が
重

要
。
そ
こ
で
伐
採
後
着
実
に
植
栽

が
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
し
、
花
粉

量
が
通
常
の
１
％
以
下
の
苗
木
の

普
及
を
進
め
て
き
た
。
今
後
は
エ

リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
優
れ
た
成
長
速

度
と
少
花
粉
双
方
の
特
性
を
持
つ

苗
木
の
開
発
・
普
及
を
図
り
た
い
。

Ａ Ｑ 脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
Ｃ
Ｏ
²
の

吸
収
効
率
を
上
げ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

芸
術
の
理
解
者
の
裾
野
を
広

げ
る
た
め
、
彩
の
国
さ
い
た

ま
芸
術
劇
場
で
子
ど
も
に
芸
術
体

験
の
機
会
を
設
け
る
べ
き
。
例
え

ば
、
子
ど
も
向
け
の
公
開
リ
ハ
ー

サ
ル
で
施
設
利
用
料
を
割
り
引
い

た
り
、
子
ど
も
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
鑑
賞
で
き

た
り
す
る
な
ど
新
た
な
取
り
組
み

を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

劇
場
を
運
営
す
る
埼
玉
県
芸

術
文
化
振
興
財
団
で
は
、
子

ど
も
も
楽
し
め
る
演
目
の
上
演
や
、

プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
や
音
楽
家
の
学

校
派
遣
、
過
去
に
上
演
し
た
「
彩

の
国
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
シ
リ
ー

ズ
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
学
校
へ
の
無
料
貸

出
を
行
っ
て
い
る
。
芸
術
を
理
解

す
る
視
野
を
広
げ
る
新
た
な
取
り

組
み
を
財
団
と
検
討
し
て
い
く
。

Ａ Ｑ 子
ど
も
支
援
に
つ
い
て

子
ど
も
へ
の
芸
術
鑑
賞
機
会
の
提
供

川
越
工
業
高
校
に
航
空
宇
宙
学
科

の
設
置
を

教
員
の
異
常
な
働
き
方
を
改
善
す

る
た
め
に
、未
配
置・未
補
充
問

題
は
必
ず
解
決
を

県民生活

文化

開
館
40
年
を
迎
え
た
県
立
近

代
美
術
館
は
北
浦
和
公
園
内

に
あ
り
、
自
然
と
建
築
の
一
体
美

が
楽
し
め
、
園
内
に
は
15
も
の
彫

刻
作
品
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
同

館
長
か
ら
「
美
術
館
を
含
め
た
北

浦
和
公
園
全
体
を
ア
ー
ト
空
間
と

し
て
捉
え
、
発
展
さ
せ
た
い
」
と

伺
っ
た
が
、
県
と
し
て
の
見
解
を

伺
う
。公

園
全
体
を
ア
ー
ト
空
間
と

す
る
こ
と
は
、
建
設
当
初
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
も
合
い
、
今
後
の

方
向
性
と
し
て
も
意
義
深
い
。
公

園
を
訪
れ
る
だ
け
で
作
品
を
鑑
賞

で
き
、
彫
刻
を
親
子
で
洗
っ
て
鑑

賞
す
る
「
彫
刻
あ
ら
い
ぐ
ま
」
な

ど
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
公
園
全
体
を
ア
ー
ト
空
間

と
し
て
活
用
す
る
よ
う
努
め
る
。

Ａ Ｑ 北
浦
和
公
園
全
体
を
ア
ー
ト
空
間
へ
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12月13日（火曜日）

村岡正嗣
（共産党）

千葉達也
（自民）

岡田静佳
（自民）

12月14日（水曜日）

美田宗亮
（自民）

飯塚俊彦
（自民）

高橋政雄
（自民）

妊
娠
し
て
も
病
気
や
経
済
事

情
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ

り
産
む
こ
と
が
か
な
わ
ず
人
工
妊

娠
中
絶
を
選
択
す
る
方
が
い
る
。

中
絶
を
考
え
て
い
る
方
、
経
験
さ

れ
た
方
の
身
体
的
・
精
神
的
ケ
ア

の
支
援
状
況
を
伺
う
。ま
た
、相
談

窓
口
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
分
か
り
や

す
く
し
、
中
絶
に
関
す
る
正
し
い

情
報
提
供
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ
埼
玉
」

な
ど
で
人
工
妊
娠
中
絶
に
関

す
る
相
談
を
受
け
て
い
る
。
保
健

師
な
ど
専
門
相
談
員
が
精
神
的
ケ

ア
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
地
域
の

サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
支

援
す
る
。今
後
、人
工
妊
娠
中
絶
に

特
化
し
た
Ｈ
Ｐ
を
作
成
し
、
相
談

窓
口
に
た
ど
り
着
き
や
す
く
し
、

着
実
に
正
し
い
情
報
を
届
け
る
。

保健・医療

Ａ Ｑ

※１　リスキリング
　　�　リスキリング（Reskilling）は、
職業能力の再開発、再教育のこと
をいう。ＤＸなど技術革新に対応
するため、業務上で必要な新しい
知識やスキルを従業員が学ぶこ
と、または会社が従業員に学ばせ
ること。

※２　�埼玉県証紙条例を廃止する等の条例
　　�　手数料等の納付におけるキャッ
シュレス決済を推進するため、埼
玉県証紙条例等を廃止し、関係条
例について必要な改正をする条
例。令和４年１２月定例会で提案さ
れ、可決された。これにより、証
紙制度は廃止となり、証紙の販売
は令和５年１２月末まで、証紙の使
用期限は令和６年３月末日までと
なる。

※３　成年後見制度
　　�　認知症、知的障害、精神障害な
どにより物事を判断する能力が十
分でない方について、本人の権利
を守る援助者（「成年後見人」な

ど）を家庭裁判所が選任すること
で、本人を法律的に支援する制度。

※４　市民後見人
　　�　弁護士など専門職以外の市民
で、本人と親族関係がなく、市町
村などが行う研修を修了し、成年
後見制度に関して必要な知識や技
術、社会規範、倫理性を身に付
け、家庭裁判所から選任された成
年後見人等のこと。

※５　業務継続計画（BCP）
　　�　業務継続計画（BCP：Business

Continuity�Plan）」は、自然災害
等の緊急事態に遭遇した場合にお
いて、中核となる業務（事業）の
継続あるいは早期復旧を可能とす
るために、平常時に行うべき活動
や緊急時における業務（事業）継
続のための方法、手段などを取り
決めておく計画のこと。

用 語 解 説

本会議の様子

人
工
妊
娠
中
絶
に
関
す
る

精
神
的
・
身
体
的
な
支
援

に
つ
い
て

本会議の模様はインターネット中継でご覧になれます。左からアクセスできます。
ぜひ、ご覧ください!!

県議会マスコット「ポッポ」

意見書・決議

意見書4件を可決し、国に提出しました。また、決議1件を全会
一致で可決しました。
（●は全会一致での可決、〇は賛成多数による可決）

●�不動産登記法第１4条第１項に基づく登記所備付地図の早期集中的
な整備を求める意見書
●�株式会社日本政策金融公庫の生活衛生貸付の利率引下げ等を求め
る意見書
●�視覚障害者等の踏切利用時における安全対策の充実強化を求める
意見書
○�台湾のＣＰＴＰＰ（環太平洋パートナーシップに関する包括的及
び先進的な協定）加入を積極的に支援するよう求める意見書

●�北朝鮮による弾道ミサイルの発射に重ねて断固抗議し、制裁措置
の厳格な履行等を求める決議

一般質問の質疑質
問・答弁の全文は
こちらからご覧に
なれます。▶

ホームページで
ご覧になれます

成
年
後
見
制
度
の
普
及
に
当

た
り
、
市
民
後
見
人
の
養
成

は
重
要
だ
が
、
現
状
で
は
そ
の
数

は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
市
民
後

見
人
の
養
成
を
行
う
市
町
村
を
ど

の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
伺

う
。
ま
た
、
養
成
さ
れ
た
市
民
後

見
人
の
活
躍
の
機
会
を
確
保
す
る

た
め
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
伺
う
。

補
助
金
や
講
師
派
遣
、
専
門

家
派
遣
、
市
民
後
見
人
を
選

任
す
る
家
庭
裁
判
所
に
よ
る
講
義

な
ど
市
町
村
支
援
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
研
修
修
了
者
は
市
民
後
見

人
に
選
任
さ
れ
な
い
場
合
で
も
生

活
支
援
員
な
ど
権
利
擁
護
の
業
務

に
３
０
０
人
以
上
携
わ
っ
て
お

り
、
今
後
も
活
躍
の
場
が
広
が
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

福祉

Ａ Ｑ 成
年
後
見
制
度（
※
3
）に
つ
い
て

市
民
後
見
人（
※
4
）の
養
成
と
利

用
促
進

社
会
福
祉
施
設
等
に
令
和
５

年
度
ま
で
に
業
務
継
続
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
た
。
非
常
時
に
迅
速
に
行
動
で

き
る
よ
う
、
平
時
か
ら
の
研
修
や

訓
練
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
、
定
期
的
な
計
画
の
見
直
し
な

ど
が
重
要
と
考
え
る
。
実
効
性
の

あ
る
計
画
に
す
る
た
め
施
設
に
ど

う
働
き
か
け
て
い
く
の
か
。

実
効
性
を
持
た
せ
る
に
は
、

ま
ず
は
全
て
の
施
設
職
員
と

利
用
者
が
計
画
を
共
有
す
る
必
要

が
あ
る
。
会
議
や
監
査
の
場
で
、

定
期
的
な
訓
練
・
研
修
や
計
画
の

見
直
し
状
況
を
継
続
的
に
確
認
し

指
導
し
て
い
く
。
ま
た
、
被
災
時

に
人
員
や
物
資
を
確
保
で
き
る
よ

う
有
事
に
お
け
る
施
設
間
相
互
協

力
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
。

Ａ Ｑ 高
齢
者
施
設・障
害
者
施
設

の
業
務
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

（
※
5
）策
定
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
の
社

会
福
祉
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
民

生
委
員
は
必
要
不
可
欠
な
存
在
だ

が
、
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
。

一
方
、
全
国
調
査
で
「
民
生
委
員

に
な
っ
て
み
た
い
」
と
言
う
10
代

20
代
も
お
り
、
若
者
に
制
度
の
周

知
・
啓
発
を
進
め
る
こ
と
が
将
来

の
担
い
手
不
足
解
消
の
一
助
と
な

る
と
考
え
る
。
見
解
を
伺
う
。

若
い
世
代
に
詳
し
く
民
生
委

員
制
度
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な

ど
を
活
用
し
た
広
報
を
強
化
す
る
。

ま
た
、埼
玉
県
立
大
学
で
民
生
委

員
に
関
す
る
講
義
が
好
評
だ
っ
た

こ
と
か
ら
他
大
学
で
の
実
施
も
働

き
掛
け
る
。
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
若
い
世
代
へ
の
一
層
の

普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ａ Ｑ 若
年
層
か
ら
の
民
生
委
員
制
度

の
啓
発
事
業
を
進
め
る
べ
き

安心・安全

４
月
に
全
盲
の
女
性
が
踏
切

内
で
死
亡
す
る
大
変
痛
ま
し

い
事
故
が
起
き
た
。こ
れ
を
受
け
、

国
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く

特
定
道
路
に
つ
い
て
、踏
切
手
前
、

踏
切
内
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
け

る
よ
う
指
針
を
改
定
し
た
。93
カ

所
あ
る
本
県
の
踏
切
の
う
ち
特
定

道
路
に
あ
る
箇
所
数
と
、今
後
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

特
定
道
路
の
踏
切
は
川
越
市

に
２
カ
所
、深
谷
市
に
１
カ

所
あ
る
。
今
後
、
指
針
に
基
づ
き

踏
切
手
前
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
設

置
し
、
踏
切
内
に
つ
い
て
は
鉄
道

事
業
者
と
の
協
議
を
進
め
る
。
特

定
道
路
以
外
の
踏
切
に
つ
い
て
は
、

視
覚
障
害
者
団
体
に
要
望
箇
所
の

抽
出
を
依
頼
し
、
現
場
状
況
に
適

し
た
安
全
対
策
を
順
次
実
施
す
る
。

Ａ Ｑ 踏
切
に
お
け
る
視
覚
障
害
者
の
安

全
な
通
行
確
保
対
策
に
つ
い
て

「埼玉県議会の保有する個人情報の保護に
関する条例」を可決
国や地方におけるデジタル業務改革の進展
などに伴い、現行の個人情報保護制度におけ
る不統一や不整合がデータ流通の支障となり
得ることから、国では「個人情報の保護に関
する法律」の改正を行い、国・地方公共団体
等における個人情報の取り扱い等について、
全国的な共通ルールを規定しました。
こうした状況を踏まえ、県議会における個
人情報の適正な取り扱いに関して、必要な事
項を定めるとともに、県議会が保有する個人
情報の開示、訂正および利用停止を求める個
人の権利を明らかにすることにより、県議会
の事務の適正かつ円滑な運営を図りつつ、個
人の権利利益を保護することを目的とした本
条例が議員提出され、全会一致で可決されま
した。

令和5年
4月1日
施行
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宮代町①

西第2区
入間市②

西第6区
富士見市①

西第5区
ふじみ野市・三芳町②

西第1区
所沢市④

西第4区
狭山市②

西第7区
川越市④

西第3区
飯能市①

西第8区
日高市①

西第12区
東松山市・川島町・

吉見町②

西第13区
滑川町・嵐山町・

小川町・ときがわ町①

西第9区
毛呂山町・越生町・

鳩山町① 西第11区
鶴ヶ島市①

西第10区
坂戸市①

北第1区
秩父市・横瀬町・皆野町・

長瀞町・小鹿野町・東秩父村②
旧北第 1区と旧北第 2区が合区し
新北第 1区へ

北第4区
熊谷市③

北第2区
本庄市・神川町・
上里町②

旧北第 3区から
新北第 2区へ 北第3区

深谷市・美里町・
寄居町③

旧北第 4区から
新北第 3区へ

旧北第 5区から
新北第 4区へ

第18回

北選挙区

南選挙区

東選挙区

西選挙区

凡例

12月16日に常任委員会を開き、補正予算・条例などの議案および請願の審査などを行いました。審査の結果、
議案35件を原案の通り可決すべきものと決定しました。また、請願4件を不採択とすべきものと決定しました。
19日、20日には特別委員会を開き、議案および付託案件の審査を行いました。審査の結果、議案2件を認定す
べきものと決定しました。

　11月 25日と定例会中の 5日間、会議を開き、本会議を円滑かつ効
率的に進行するため、議事日程、質疑質問者の人数、採決の方法や順序
などについて会派間の協議を行いました。

委員会リポート report

議会運営委員会

決算特別委員会の審査結果 予算特別委員会を設置
９月定例会に提出された「令和3年度埼玉県の一般会計及び特別会計決算の
認定について」など２議案を閉会中を含めて審査し、認定すべきものと決定し
ました。また、45項目を改善または検討を要する事項としました。

「埼玉県議会議員の定数並びに選挙区及び各選挙区において選挙すべき議員の数に
関する条例の一部を改正する条例」を可決しました。
本県議会議員の定数・選挙区などを検討するため、各会派の委員17名から構成され

る「埼玉県議会議員定数・選挙区等検討協議会（会長:長峰宏芳議員）」において各会
派案について協議が重ねられました。12月15日には中屋敷慎一議長に協議結果が報告
されました。
改正後の条例は、令和5年に行われる予定の一般選挙から適用されます。

令和5年度一般会計当初予算、特別会計当初予算および公営企業会計当初予
算の審査ならびにこれらに関連する事項の調査を行います。

たくさんのご応募ありがとうございました。
一般写真部門667作品、モバイル写真部門294
作品の中から入賞作品が決定しました。

（敬称略、50音順）

●お知らせ
令和5年度も、8月から11
月までフォトコンテス
トの作品を募集する予
定です。県議会だより
の表紙などを飾る四季
折々の作品をお待ちし
ています。

●�入賞作品はホームペー
ジでご覧になれます。

副議長賞
入　　選

半田充右
荒井まどか　栗島祥次
小山正人　土田　勇
野本義治　又賀義信
山﨑政吉

副議長賞
入　　選

石井守彦
阿部立子　須藤直子
髙澤洋次　高橋範人
冨田　学　藤原正宜
諸田　要

撮影場所：嵐山町　ラベンダー園 � 撮影場所：嵐山町

自由（フリーテーマ）
議長賞「思い出に残して」

馬場　歩
議長賞「そっと近付く…」

田中勝秋

テーマA テーマB 埼玉の「四季」 埼玉の「四季」 埼玉の「カワイイ」
ベストショット賞「春満喫」

森　鮎太
ベストショット賞「ハムスター可愛いね」

岡本惠子

入　　選 奈良百合香　山中敏郎 入　　選 設楽怜司　藤田明彦

特 別 賞（対象は30歳未満の方）大越貴広　鈴木優雅　峯岸泰希

テーマA テーマB 

横川雅也
副委員長

白土幸仁
委員長

権守幸男
副委員長

新しい
埼玉県議会議員の
定数・選挙区
決まる!
定数93 選挙区51

さいたま市
南第3区　  さいたま市西区①
南第4区　  さいたま市北区②
南第5区　  さいたま市大宮区①
南第6区　  さいたま市見沼区②
南第7区　  さいたま市中央区①
南第8区　  さいたま市桜区①
南第9区　  さいたま市浦和区②
南第10区　さいたま市南区②
南第11区　さいたま市緑区①
南第12区　さいたま市岩槻区①

 現在、埼玉県議会公式Twitterでは素敵なプレ
ゼントが当たるフォローキャンペーンを開催中！
ぜひご参加ください。

冬のフォローキャンペーンを開催中！

① 県議会公式ツイッター
　（@saitamakengikai）をフォロー
② フォローキャンペーンのツイートを

リツイートしてくださいね！

応募方法 県議会公式
Twitterは
こちらから

▶

2/15
水曜日
まで

選挙区界

〇数字 選挙区定数
変更された区

　はがきに下記のようにご記入の上、２月１0日（金）（当日消印有
効）までにお送りください。正解者の中から抽選でプレゼント
を差し上げます。
　当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代えさせていた
だきます。
　対象は、埼玉県内に在住・在勤・在学している方のみとなります。

令和4年12月定例会では意見書○件が可決されました。
１.クイズの答え
２.郵便番号
３.住所
４. 通勤通学先の市町

村名（県外にお住
まいの方のみ）

５.氏名・年齢
６. 埼玉県議会だより

に対するご意見

330-930１63
埼
玉
県
議
会
事
務
局

政
策
調
査
課

「
県
議
会
ク
イ
ズ
」係

○に当てはまる数字はなんでしょう。Ｑ

県議会ホーム
ページからも
ご応募いただ
けます。

▶

県議会クイズ
3面を
よーく読んでね！

ヒント

【個人情報の取り扱い】応募はがきは、
抽選とプレゼントの発送以外の目的に
は使用いたしません。

図書カード
1，000円分 …20名様

プレゼント

一般写真部門 モバイル写真部門
入賞作品決定！埼玉県議会フォトコンテスト

� 撮影場所:坂戸市　北浅羽桜堤公園 � 撮影場所:上尾市

今回は、抽選にもれた方にも
Wチャンスがあります！
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